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平成２２年度予算編成方針

それでは、平成２２年度予算編成方針を申し述べさせて頂きます。

本日ここに第２回琴浦町定例議会が開催され、平成２２年度琴浦町一般会計予算及び各特別会計予算案を提出するにあたり、その編成方針と所信の一端を述べ、議員各位を初め町民各位の深いご理解とご協力を賜りますよう、切にお願いを申し上げる次第であります。

昨年は、衆議院議員総選挙が執行され、結果、政権交代があり、国の政治状況も大きく変化をとげました。
私は、田中満雄前町長の勇退を受けて実施された町長選挙に立候補し、はからずも無投票での当選の栄に浴させて頂きました。今その任にあたり、職責の重さを身にしみて感じているところであります。
あらためて町民の皆様、そして議員各位に賜りましたご厚誼に感謝いたしますとともに、町民の皆様と情報を共有し協働の精神のもとに共に汗を流し知恵を寄せ合い将来を展望して合併をした精神を大切にし、琴浦町の活性化に向けて全身全霊を傾けて取り組んでいく所存でありますので町民皆様の一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう切にお願いするものであります。
私が、選挙期間中に訴えて参りましたことをここに今一度申し述べさせて頂き確認と決意の一端とさせて頂きたいと思います。
私の町政に取り組む基本姿勢としましては「まじめ」「誠実」「公平・公正」「自主・自立」「協働・連携」「リーダーシップ」を理念といたします。

基本的な取り組み目標は、「安心して暮らせるまちづくり」であります。町と町民の皆様が、協働・連携をして積極的で活力のあるまちづくりを展開し、町民の皆様が琴浦町に住めば安心して暮らせることを実感していただけるまちづくりを目指します。
次に町政の課題についてですが、琴浦町の行財政は、たいへん複雑で多くの課題があります。

少子・高齢社会の進展は、地域社会の活力を減退させ、あらゆる分野に深刻な影響を与えています。

経済は世界的な競争時代にはいり、国内経済は低迷し、わが町でも企業の倒産が相次ぎ農林水産業・商工業とも苦戦を強いられています。
関連して雇用問題は深刻な社会問題となっています。

地方行政がいわゆる「平成維新」の時代をむかえ、大きく変革を迫られている中で、行政に対する要望も複雑、多様化してきています。

そのような状況下にあって、私は町行政執行にあたり課題を整理、把握し誠実に取り組んで参ります。
地方行政がもつ多くの課題を踏まえる中で、琴浦町政の具体的な取り組み、特に重点的に進めたい施策について申し述べさせて頂きます。

1 庁舎新築を推進します。

2 財政のより一層の健全性及び行政改革、企画力の充実を推進します。

3 安全・安心のまちづくりを推進します。

4 琴浦町関西事務所の展開と関西地域との連携を推進します。

5 鳥取大学との連携を深化させ町の活性化を推進します。
6 「産・学・金・官連携構想」「農・商・工連携構想」を推進します。

7 デジタル化に対応した全町統一音声告知システムを推進します。

8 保育園・幼稚園、小・中学校の整備計画を推進します。

9 少子化対策、高齢者・しょう害者等の対策及び健康対策を推進します。

10 人権同和教育、男女共同参画社会、地域力創造への取り組みを推進します。

11 農林水産業・商工業の振興対策を推進します。

12 地元企業との連携強化・育成と雇用対策、企業誘致対策を推進します。
13 山陰道「東伯・中山道路」の整備促進と別所地域パーキングエリア隣接の活性化施設整備とあわせて現在の国道９号線の活性化を推進します。
14 国際・国内交流を推進します。特に大韓民国江原道麟蹄郡、慶尚北道蔚珍郡との交流の深化と経済的・具体的な施策の取り組みを推進します。
15 広域の市町と連携した観光等多様な施策を推進します。

16 町民主体の地域力創造活動を支援する施策を推進します。
17 公共下水道事業の整備を推進します。

以上、琴浦町政を運営させて頂くにあたっての思いを述べさせて頂きましたが、これらを早期に取り組むもの、中長期的に取り組むもの等にそれぞれの項目について仕分けをし、財政の健全性を損なわないように細心の注意を払いながら推進していく所存でありますのでなにとどご支援ご協力を賜りますよう切にお願いするものであります。
それでは次に、平成２２年度琴浦町一般会計予算案についての所信を述べさせて頂きます。

子育て、教育環境の整備につきましては、平成１９年度に「琴浦町小学校適正規模配置審議会」を、また平成２０年度には「琴浦町保育園幼稚園あり方審議会」を設置し、少子化時代に対応する施設、施策、運営のあり方について継続して審議いただいているところであり、近日中に、答申がなされるものと理解をいたしております。

この答申を元に、琴浦町の将来を見据え、方向性を検討し、理解を得て事業実施を推進したいと考えております。
百年に一度といわれる経済不況の中、今こそ国・地方をあげての緊急経済対策が必要になっており、平成２０年度から継続的に補正予算・当初予算を通して琴浦町としましても最大限の対策の予算計上をさせて頂いてまいりました。
これらの経過を踏まえながらの平成２２年度琴浦町当初予算編成であります、一般会計の歳入歳出予算総額は９０億４千６百万円で、平成２１年度当初予算に対し３．２％減の予算となっています。
ハード事業としましては、学校環境の整備を図るため東伯中学校窓枠大規模改修工事・高規格道路「東伯・中山道路」整備に伴う別所パーキングエリア北側に琴浦町活性化施設の整備建設・災害時の災害対策機能を併せ持つ本庁舎の改築に向けた設計・防災備蓄倉庫の整備・町道梅田選果場線外８路線の道路改修工事・町道赤碕駅南線新設用地購入・公営住宅整備として八橋団地３戸、いなり団地７戸、八幡団地８戸の改修・水道施設中央監視施設の一元化のための整備等を計画しているところであります。
ソフト事業では、住宅リフォーム助成交付金・全国こて絵サミットin鳥取共催負担金・光地区の土蔵等の修景による光地区まちなみ環境整備・雇用創出奨励補助金、緊急雇用創出事業・商品券発行補助金・日韓の親善交流の推進・町内企業の資金需要を円滑にするための中小企業小口融資預託金・きらり団地、槻の下団地販売促進の為の定期借地権付土地活用事業・町内の空き家活用による移住定住促進事業・新規就農条件整備事業・二十世紀梨の完熟梨の販売によるブランド化・食コンテストの開催による販売促進・イノシシ侵入防止を図る鳥獣被害防止総合対策事業・第１３回全日本ホルスタイン共進会対策・間伐等を推進する緑の再生プロジェクト事業・漁業後継者を養成する漁業担い手育成事業・強い水産業づくりを目指すさかなの直売施設の整備補助・中学校までのこどもに一律１万3千円の子育て手当て支給事業・月額２千円を支給し保育料総額の約1割の負担軽減を行うための子育て支援交付金・保育料第３子無料化の継続・各保育園に1名づつ増員して雇用機会の拡大と安全・安心な保育の実施やファミリーサポートプランの実施・認知症になられた方が行方不明になったときに捜索がやり易くなるように徘徊探知機の購入助成・雇用対策の一助となるようにホームヘルパー2級資格取得助成・特定不妊手当治療助成・農家の担い手結婚対策実施・小中学校の30人学級の継続・給食費の値上分の補助・県内外の参加をつのって行う巨木の郷２人３脚駅伝大会・障害者相談支援業務も引き続き取り組んでいく考えであります。
款別歳出では、議会費は議員報酬や職員人件費と事務局の運営費など１億７１１万９千円で０．５パーセントの増であります。
次に総務費でありますが、総務管理費・町税費・戸籍住民登録費・選挙費・統計調査費・監査委員費など１１億５，３４８万１千円、３３．２パーセントの減であります。減額の主なものは、音声告知放送システム導入事業６億４，５１６万２千円であります。歳出の主なものとしましては、新地方公会計整備業務委託料９７６万５千円・住宅リフォーム交付金１，０００万円・新庁舎建設設計委託料６，９００万円・参院議員選挙費用１，５４９万９千円・県知事、県議会議員選挙費用６１４万円・防災備蓄倉庫設置事業１，９５０万円・光地区まちなみ環境整備３８１万４千円ほか戸籍事務・税務事務・庁舎管理に係る予算を計上しております。
民生費では、２５億２，９９７万４千円を計上しており８．２パーセントの増となっております。増額の主なものは、こども手当の新設に伴う１億８，０３８万円の増であります
社会福祉費では、国民健康保険特別会計の健全化と安定的な財政運営を図るため、１億４，３５１万５千円を繰出しています。さらに社会福祉協議会及びセンター管理費補助金２，０００万円・町同和対策推進協議会補助金２６０万円・特別医療費助成１億円・小中学生医療費助成７百万円・老人クラブ関係補助金３８５万７千円・シルバー人材センター運営補助金４３０万円・各部落で開催される敬老会への助成金４５０万円・在宅及び施設の身体、知的、精神障がい者等の福祉向上を図る自立支援給付費２億３，４０７万２千円・介護保険特別会計繰出金２億９，０２８万７千円等の計上をしております。
次に、児童福祉費でありますが保育園の運営につきましては、保護者の負担を軽くするため、保育時間の延長・第３子以降の保育料の無料化の継続・緊急雇用拡大対策として引き続き各保育園に１名計９名の増員を行いすべての子どもに充実した保育を行うため、運営費４億９，５０２万４千円を計上いたしております。
衛生費は、保健衛生費、清掃費に５億３７６万５千円・２．４パーセントの減であります。

減額の主なものは、ごみ処理にかかる中部ふるさと広域連合負担金の減３，４８８万３千円が主なものであります。14回行う妊婦健診・乳児健診に１，２３２万１千円・65歳以上の町民を対象とする結核検診、あるいは乳児、児童生徒の予防接種等に2,400万円・ごみ収集委託に7,４７3万３千円・中部ふるさと広域連合のし尿処理負担金3,840万１千円等を計上しております。
農林水産業費につきましては、農業費・林業費・水産業費に8億901万６千円・６．４パーセントの増であります。今後とも鳥取大学との連携強化・拡充とともに、琴浦町農林水産業活性化研究会の充実強化・拡充を図りながら、琴浦町農林水産業の活性化はもとより町全体としての活性化を推進します。増額の主なものは、間伐等に積極的に取り組むための緑の産業支援プロジェクト事業2,860万円・魚の直売所を設置する強い水産業づくり補助金2,970万円が主なものであります。
農業費関係では、農地の流動化を促進し、担い手農家の規模拡大を図る規模拡大農業支援事業に400万円・新規就農者に対して農機具の購入費補助、就農条件整備事業859万５千円・中山間地の農地４７５ヘクタールを保全する中山間地域等直接支払い推進事業交付金に4,805万１千円・元気な農業者特別支援事業補助の利子補給金1,279万４千円・ビニールハウス設置補助、チャレンジプラン支援事業費409万８千円・農地、農業用施設の保全管理や共同活動を支援する農地・水・農村環境保全向上活動支援事業に419万４千円・次世代鳥取梨産地育成事業として改植等2ヘクタール分の補助124万円及び育成経費400万円・完熟梨の出荷による二十世紀梨ブランド化事業３８５万６千円・食のコンテスト開催費２６５万８千円を計上しております。

畜産業費では、優良雌牛飼育奨励事業補助金１００万円・第１３回全日本ホルスタイン共進会対策費１０９万円を計上しております。
農地費つきましては、県営畑地帯総合土地改良事業負担金３，１５０万円・県営広域営農団地農道整備事業負担金１，７６９万１千円・東伯地区土地改良区連合委託料４，０６６万９千円を計上しております。
林業費につきましては、松くい虫の被害から松林を守る森林病害虫等防除委託料に１，０８５万６千円・森林の育成、管理を行う森林整備地域活動支援交付金７２４万円・１００ヘクタールの間伐等を行う鳥取県緑の産業再生プロジェクト事業２，８６０万円を計上しております。

水産業費では、水産物種苗放流事業として、さざえ６万個・あわび１万５千個を放流する補助として１４４万３千円・漁業担い手育成研修事業１人分７１万円・強い水産業づくりを目指すさかなの直売施設の整備補助に２，９７０万円を計上しております。
地籍調査事業費につきましては、赤碕地区は港町・亀崎町・畜産試験場・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(うわ),上)赤碕一円０．１８５K㎡、東伯地区では倉坂西峰線東側山林０，５K㎡を計画しておりまして、業務委託費３，５８８万７千円を計上してところであります。
農業集落排水事業特別会計繰出し金１億９，８５３万６千円を計上したところであります。

次に商工費でありますが、商工費総額として３億８，４４４万２千円、１１．３％の増であります。長引く経済不況の中にあって、ふるさと雇用創出事業などに引き続き取組んでまいります。増額の主なものは、町内企業の雇用を促進するため雇用者１人あたり２０万円を、雇用した町内企業に助成する雇用促進奨励助成金２，０００万円・ことうら商品券の発行補助金５２０万円が主なものです。

緊急雇用創出事業として作業員を年間延べ１３人雇用する費用および委託作業費４，２１５万９千円・ふるさと雇用創出事業として４，９８６万１千円・この内訳は、地上デジタル放送窓口設置２６７万８千円・旅行商品販路開拓３０３万２千円・観光振興計画作成５８５万５千円・琴浦ブランド商品開発３，３２９万６千円・障がい者相談支援業務５００万円です。また町内企業の資金需要を円滑にするための中小企業小口融資預託金１億円・商工業の振興を図る商工会補助金６５０万円・観光振興のため町観光協会補助金１９７万３千円・白鳳祭実行委員会へ４００万円・船上山さくら祭り実行委員会へ１８０万円・町民１００人規模で韓国との親善交流を進める費用３００万円・日韓販路拡大調査研究事業５０万円・地域活動団体への助成事業としてコミュニテイ助成事業補助金１，１００万円・国際交流員設置事業４９９万１千円・町営バス運行委託料４，９４１万６千円・バス停の設置補助２箇所分１６０万円を計上しております。
土木費につきましては、土木管理費、道路橋梁費、河川費、港湾費、都市計画費、住宅費で１０億３，４７１万７千円２１．１％の増であります。増額の主なものは、別所のパーキングエリア北側に建設する琴浦町活性化施設建設事業１億４，２７０万円が主なものであります。
土木管理費では、古長、公文、朝日町急傾斜崩壊対策事業負担金４５０万円・高規格道路東伯中山線の開通に伴う式典経費２５０万円を計上しております。
道路橋梁費では、町道梅田選果場線道路改修工事をはじめ、町道赤碕駅南線の新設、町道山川部落線の改修などの９路線に２億１，１７８万７千円を計上しております。

港湾建設費では、地方港湾改修地元負担金１，６８０万円を計上しております。

都市計画費では、一般住宅の耐震診断を行う住宅、建築物耐震促進事業補助金６４４万円・アスベスト撤去支援としてのアスベスト緊急撤去支援補助金３５８万４千円を計上しております。
住宅費では、八橋住宅団地建築３戸・いなり第１，２住宅団地７戸の改修・並びに公共下水道の接続工事等に１億５，２９１万円を計上しております。

下水道事業特別会計繰出金は、３億８，５４９万１千円を計上したところであります。

消防費は、３億４，０３０万５千円１６．９％の増であります。増額のおもなものは、防災備蓄倉庫を２基設置する事業費１，９５０万円が主なものであります。
常備消防費として中部地区の消防救急と施設の整備を図るため、中部ふるさと広域連合負担金２億５，２２９万６千円・非常備消防費として町民の生命と財産を守る町消防団の維持管理に２，９１３万３千円を計上したところであり、現在５名の女性消防団員を１０名に増員する予定であります。
次に、教育費は、教育総務費、小学校費、中学校費・幼稚園費・社会教育費・保健体育費・図書館費・学校給食費など７億９４４万７千円・１１．１％の減であります。減の主なものは赤碕小学校プールの竣工に伴う１億２，６００万円が主なものであります。
教育総務費では、小・中学校の３０人学級対応に８人を配置する３０人学級協力負担金１，６００万円・複式学級を解消するための複式学級解消加配負担金１名分４９８万円・中学校費では、東伯中学校窓枠大規模改修工事費７、６２０万円を計上するとともに一昨年よりの給食費の値上がり分を補助するため小学校に２６８万６千円・中学校に１６０万２千円・幼稚園に３万７千円を計上しています。
社会教育費では、女性の社会参加意識の向上を目指す女性の集い、地域住民による青少年育成活動啓発事業、花づくり、生活体験学習、文化活動、子育てネットワーク、家庭教育支援等の社会教育総務費として５，８４２万２千円・地域住民の生涯学習活動としての公民館関係事業に３，９４３万８千円・町内の遺跡埋蔵文化財発掘調査費６５７万９千円を計上しております。
図書館は、図書購入費を５００万円計上しており、図書、雑誌、教材の充実を図り、お話会や図書館まつりなどを実施します。

町民の芸術、文化の振興を図るカウベルホールの運営につきましては、１，１７６万４千円を計上し、体育施設関係としまして、平岩会館、各総合公園、トレーニングセンターの施設管理費３，０２７万６千円を計上しているところであります。
学校給食センターにつきましては、教育の一環として、小・中学校、幼稚園に安全で安心な給食を提供していく運営費を８，０９６万８千円計上しているところです。

本町の同和教育につきましては、琴浦町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例に基づきまして、一人一人を大切にした人権尊重の町づくりに取り組んでいるところですが、残念ながら未だ差別事象が発生しております。行政・教育全般にわたり、より一層の努力が必要と痛感しているところです。

次に、公債費でありますが、１４億１，２７４万４千円・９．４％の減であります。減額の主なものは、借換債に係る償還元金の減１億３，８７５万９千円が主なものであります。
予備費につきましては、５，４２６万円を計上したところであります。

これらの歳入でありますが、自主財源は２４億７，２１３万６千円で２７．３％をしめております。内訳は町税が１７億８，１０３万８千円・分担金及び負担金が１億９００万円・使用料及び手数料が１億６，７２２万６千円・財産収入につきましては９３１万４千円・寄付金は２６０万２千円・繰入金は１億７８１万８千円・繰越金が５，０００万円・諸収入２億４，５１３万８千円を計上したところであります。
依存財源は、６５億７，３８６万４千円で、全収入の７２．７％を占めています。内訳は地方交付税が３６億６，６００万円・国庫支出金が７億９，１８６万４千円・県支出金が８億４５万８千円・町債９億６，９５６万１千円地方譲与税１億１，８６１万７千円・利子割交付金５８１万５千円・配当割交付金１７６万９千円・株式譲渡所得割交付金７８万２千円・地方消費税交付金１億６，１５４万２千円・ゴルフ場利用税交付金２，３５３万円・自動車取得税交付金２，５１５万１千円・交通安全対策特別交付金２８０万円・地方特例交付金２，７１５万２千円を計上しております。
以上、所信とともに平成２２年度予算編成方針を述べてまいりました。今日なお地方を取り巻く情勢は非常に厳しく、百年に一度という経済危機に加えて、地域主権の推進、本格的な少子高齢化を迎えた中での予算編成は、今年も多額の基金取り崩しを余儀なくされたところです。
厳しい状況が続いていますが、できる限り町民の皆様の声を聞きながら、信頼関係を保ち、連帯感を強め行政改革に一層取り組み、琴浦町に住んで良かったと思って頂ける町づくりを行っていかなければならないと考えているところであります。

どうか議員の皆様を初め町民各位のご理解とご支援を賜りますよう切にお願いを申しあげまして、平成２２年度の予算編成方針とさせて頂きます。
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